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真夏日が続いています．夏がそこにあります．
関西体育心理例会通信５号をお届けします．
平成１７年度第２回例会は、７月９日（土）、近畿大学会館（、午後５時３０分～７時５０分）にて開催されました．今回は、東山明子（関西福祉大学）先生に「アメリカンフットボールチームのメンタルサポートへの取り組み－アセスメントから－」という題目で、話題提供していただきました．未知なるチームからのメンタルサポートの依頼、東山先生は、名前のごとく、明るく、
今回は、学期末の忙しさか、参加者が９名と少なめでしたが、その分、和気あいあいの中、十分な討議がなされました．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（世話人　津田忠雄）
	　▼ 目　次 ▼
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─────────────────────────────────────────
【1】平成１７年度　第２回例会要旨報告
　　「アメリカンフットボールチームのメンタルサポートへの取り組み　－アセスメントから－」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東山明子　関西福祉大学
─────────────────────────────────────────
アスリートの現場に携わる研究をし始めてからまだ10年ほどですが、私の今までのアプローチの仕方は「いい成績」を上げるためにはそのアスリートにとっては何が必要なのかを生理心理面から探る、というかかわり方がほとんどでした．すなわち、アスリートの競技中や競技のイメージ中あるいはメンタルトレーニングのさまざまな手法の実施中やその前後の生理心理面に注目し、良好なパフォーマンスや高得点時の生理心理状況を把握し、その状況を作り出すようにトレーニングするという方法は主でした．今ふりかえってみると、アスリート自身の欲求や要望よりも、アスリートたちへの私自身の興味のほうが強すぎて、何とか相手を知りたいとの自己的思いばかりが走っていたように感じています．
最近になってようやく「私」中心のサポートではなく「アスリート」主体のサポートへと私自身の姿勢が変わり始めていたところに、ちょうどある大学のアメリカンフットボール部からのメンタルサポートの依頼が来ました．大規模な総合大学であり、スポーツ関連授業が多く、体育関係の教員数も多い大学であるため、本来なら私になどとてもお話が来るはずもないところですが、ひょんなことから話が舞い込んできたという感じでした．この春からかかわり始めたところで、まだ先方も私も互いに遠慮しあい、互いにどう関わればいいのかを探り合っているような状態でした．そんな時に津田先生から話題提供のお話を頂き躊躇したのですが、思い切ってこれからの関わりについてみなさまのご意見をいただきたいとの思いから、「アメリカンフットボールチームメンタルサポートへの取り組み－アセスメントから－」のテーマで俎板に上げていただきました．
私自身まだアメリカンフットボールという競技がよくわかっていないのですが、もとマネージャーをされていた先生からは、練習中のビデオを練習後に観てのミーティングも行われ、非常に時間をかける練習をする種目であることを教えていただきました．アセスメントとして、ＹＧ性格検査と内田クレペリン作業検査を用いたのですが、その内容についての意見よりむしろ、このような心理テストを行うときには、テストを受ける本人が結果をみることによって自分から変わろうとすることが重要であり、本人が自覚することが大切であること、今回の場合、選手に限定せずチームのコーチ陣の自覚がまず必要であるとのをいただき、おおいに納得しました．コーチ陣から選手への関わり方を考慮するときに有効であるとの思いから、コーチ陣と選手の両方に検査を実施していました．コーチ陣から特に重点的にみて欲しいと要望された選手の検査結果ばかりにとらわれていたのですが、選手よりも指導者（コーチ陣）自身が変わることが大事であるとの意見や、コーチ陣はメンタルサポートを部外者に依頼することで安心してしまっているのではないかとの指摘は、私の全く思い至らなかった角度からの切り込みであり、ハッとさせられました．
この関西体育心理例会へは今回初めての参加でした．若い研究者の方々が多く、それだけでも十分に刺激を受けたのですが、コーチ陣とメンタルサポート側との関係のあり方について冷静に掘り下げてとらえようとされておられる方々ばかりで、これからの関わりや他のケースでの関わりについて多くの新鮮な示唆をいただけたことが大変うれしく、予定時間をかなり超過してしまいましたが、まだまだ時間が欲しいくらいに私にとっては充実した時間でした．
今後もし機会を再び与えていただけるなら、ぜひこれからの展開「アセスメントの後のサポート」を報告し、改めてご意見いただきたいと強く感じました．
ありがとうございました．
東山明子（ひがしやま　あきこ）　関西福祉大学

奈良女子大学　文学部　卒業 
奈良女子大学大学院文学研究科修士課程修了（文学修士） 
　　　　　滋賀医科大学より学位授与｛博士（医学）｝ 
　　　　　日本スポーツ心理学会公認スポーツメンタルトレーニング指導士補
─────────────────────────────────────────
【2】平成1７年度 第２回関西体育心理例会感想　
「メンタルサポートってなんだ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石原端子 大阪体育大学大学院

─────────────────────────────────────────
今回、初めて心理例会に出席させていただいたのですが、私がもつ体育心理例会のイメージとは異なるものであった．例会が始まるまでは、講義形式で進められていくと思っていたのだが、実際は講義形式のその様なスタイルではなく、発表者が話題を提供する中、それについて順次、ディスカッションしていくといった形式であった．今回は討議が進むにつれ話題は、「スポーツによってライススキルがどのように変化していくのか」といった焦点は絞られた．それぞれの先生方の研究の立場の相違、また、さまざまな体験から、視点の違う意見がだされ、興味深い討議がなされた．私にとってまさに、新しい体験であり、いろいろな角度から「ライフスキル」についての考え方を学ぶことができた．
　
それによって、今回のポイントであった、「スポーツによってライフスキルがどのように変化していくのか」という事について、心理における様々な分野の方の視点からライフスキルについて聞く事ができたのは非常によかったと思う．
さて、「スポーツによってライフスキルはどのように変化していくのか」という事なのだが、それについて私なりに語ってみたいと思う．
　
私は社会人野球まで野球をしたのだが、その時の監督である野村監督に言われた言葉を思い出した．監督は常々「人間的成長なくして技術の進歩なし」と言われていた．それは、「ライフスキルの向上なくして技術の進歩なし」というように捉えても言いと思う．何が言いたいかというとスポーツで道を極めようとした時に必ず、そのスポーツとは関係なく人間の本質的な部分の向上が必要不可欠になってくるという事である．これは実際私も感じることである．人間的に未熟な時よりもそれを乗り越えた自分の方が、プレイにも幅が出てくるし、スポーツ選手として不思議とレベルが上がっているのだ．しかし、このような状況になるとは一概に言う事ができないので難しいのだが、これらを突き詰める意味はあるように感じる．又、私の選手としての経験で言うと、高校、大学、社会人とチームのレベルが上がるにつれて、「思考力」といったようなものが身に付いているような気がした．そして、その力をライフスキルとリンクして考えてもおもしろいのではないかと思う．
　
このように、「ライフスキルとスポーツ」というキーワードでも自分の中で、考えたし、振り返る事ができたので、他のスポーツに関わる、イメージだとか、リラックスと言ったような心理的側面のキーワードを同じような観点で掘り下げ真実にちかづけてくのが研究なのかなというようにも感じた．まだ、自分の中でのスポーツ心理学は始まったばかりなので、これからたくさんの研究者やスポーツ選手に出会っていろいろな話を聞き、実際にスポーツ現場で使われやすく、わかりやすいものを提供できるようにしていきたいと思う．
最後になりましたが、今回、関西心理例会に出席させていただきありがとうございました．
石原端子（いしはら　まさこ）大阪体育大学大学院　博士前期課程 

大学時代（鹿屋体育大学）は、スポーツ・マネージメントを専攻、卒業後、ゴルフを初め、プロゴルファーとなる．アジアサーキット、アメリカミニツアー参戦を経て、ツアー2勝（ステップアップツアー１勝を含む）をする．現在、カウンセリング理論に基づくスポーツ心理学を学びながら、「スポーツと心理的成熟」についての研究に取り組んでいる．今、取り組んでいる研究が、ゴルフをレッスンするという「人と人との交流の現場」へフィードバックできればと考えている．
────────────────────────────────────────
【３】平成1７年度 第２回関西体育心理例会感想

「ラクにがんばれること」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松尾　愛　大阪体育大学大学院　
───────────────────────────────────────── 

今回の例会のテーマは、東山明子先生の、「アメリカンフットボールチームメンタルサポートへの取り組み　－アセスメントから－」でした．私は学部時代、アメリカンフットボール部のマネージャーとして活動していたということもあり、どのようなお話が聞けるのか、非常に楽しみに参加させていただきました．
アメリカンフットボールは、相手と激しくぶつかり合うコンタクトスポーツであることに加えて、プレーやゲームの緻密な分析と戦略も大変重要になってきます．そのため、力、頭脳、冷静さ、これらが常に選手たちに要求されます．私が所属していたチームでは、練習中に各ポジションに分かれてのパート練習、チームプレーの練習など様々なところでビデオを取り、練習後にパートごとのミーティング及びビデオチェック、サインの確認、また、チームの幹部はその後に再度全体についてのミーティングを行なうなど、とにかく毎日アメリカンフットボールの技術や戦術面などの分析・研究・工夫に費やす時間は膨大なものでした．
ところで、私自身、チームにメンタルトレーニングを取り入れることは、たいへん有益であることは感じていました．しかし、“やることはたくさんあるのに時間がない”というチームの現状を変えていくことができず、また、自分のメンタルトレーニングの知識の浅さと自信のなさも相まって、結局導入に踏み切ることができずに終わってしまいました．
今回、紹介していただいたチームが私たちのチームと同様の活動内容を行っているかどうかはわかりません．しかし、東山先生が、私のようなスタッフとしての立場ではなく、メンタルトレーニング指導士として介入され、アメリカンフットボールというスポーツに、どのようにメンタルトレーニングを取り入れられていくのか、とても興味がありました．
お話を聞いていく中でとても印象に残ったのが、東山先生の、「それぞれの選手が、自分らしさを発揮しながらラクにがんばることができるようなメンタルトレーニング指導を心がけている．」という言葉です．
まず、今回サポートに取り組むにあたって、どのような考えを持って指導するのか．東山先生の、メンタルトレーニング指導士としてのスタンスを聞かせていただいたことで、私は今まで、このチームだったらメンタルトレーニングの位置づけはこのあたり…、この競技・この選手であれば…、とずっとそんなことばかりにとらわれてはいなかっただろうか．つまり、自分自身のスタンスなく、競技やチーム特性などの視点からしかメンタルトレーニングを捉えられていなかったのではないか．このことについて、改めて考える機会を持つことができました．
また、私は現在、神戸ウイングスタジアムスポーツクラブ内にあるコンディショニングルームにて、スポーツ選手のメンタルトレーニング相談及びサポートを行なっています．しかし、これまでは個人種目の選手へのサポートのみで、チームスポーツへのメンタルサポートには直接関わったことがありませんでした．今回先生が、チームのコーチ陣や選手たちと関わったり感じたことについて生の声を聞かせてくださったこと、また、お話の合間のディスカッションや、懇親会でさらに深まったお話を伺えたことは、今後の自身の活動のために、とても参考になりました．
途中からの参加だったため、聞き逃してしまった部分も多く、まだまだお伺いしたいことがたくさんありました．次回、東山先生には、その後のチームへの関わり方とチームの変容などについて、ぜひ改めてお話を聞かせていただきたいと思いました．今回参加させていただき、非常に有意義な時間を過ごすことができました．本当にありがとうございました．
松尾　愛（まつお　あい）　大阪体育大学大学院　博士前期課程

現在、修士論文作成に向けて、事象関連電位を指標とした運動イメージの研究を行なっている．昨年より、神戸ウイングスタジアムスポーツクラブ・コンディショニングルームにて、スポーツ選手のメンタルトレーニング相談及びサポートを行なっている．
―-────────────────────────────────────────────────
【４】リレーコラム　　　　「こころを引き出すこと、支えること」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木下まどか　奈良教育大学大学院
─────────────────────────────────────────　
サッカーチームのメンタルサポートの依頼を受け，１年が経ちました．メンタルサポートを初めて経験させてもらうことができ，本当に私自身勉強になりました．貴重な機会を得ることができ，ありがたく思っています．

　

サッカーは観戦したことがありますが，実際にプレーをしたことはない競技です．何もわからない私が，サポートなんてできるのだろうかと，最初は本当に不安でした．しかし，「わからないことは選手に聞こう，そして教えてもらおう」という気持ちでサポートに臨みました．

リラクセーションやイメージトレーニング，目標設定技法なども取り入れましたが，私の実際のサポート内容は，‘選手とコミュニケーションをとること’ ‘選手の考えを引き出すこと’です．

私がわからないことを尋ね，選手が教えてくれることで，選手自身が自分で問題を解決してくれます．そして，考えが整理でき，前向きに取り組もうという気持ちになってくれます．ほとんどの選手は，自分が何をどのようにしなければならないかの答えを自分で持っています．ただ，それを自分の中で整理できないままに，練習や試合が始まり，そして終わってしまっていることがあるように思えます．特に高校生の年代だと，練習をこなしているだけの選手も多いように感じます．部員の数が多くなればなるほど，選手間の競技レベルや意欲に違いが出ることがあるように思います．指導者は部員全員に声をかけてやりたいという気持ちを強く持って指導されていますが，限界もあると私は思います．指導者の目が届かないとき，私が問いかけることで，選手が自分自身で気づくことができたら，一日の練習や試合がさらに有意義なものになるのではないかと思います．

　

メンタルサポートって何を教えることができるんだろう，どうやって勝たせるんだろう，そんな風に思って始めたサポートですが，私が選手に教えるのではなく，選手が内に持っているものを引き出し，背中を押してあげることが，重要であるということを，強く感じました．これからも，選手一人一人のやる気や可能性をさらに引き出し，そして伸ばしていくことを心がけて，全力でサポートしていきたいです．そして，このメンタルサポートを通して，私自身いろいろなことを吸収して，成長していこうと思います．

　最後に，近畿大学の津田先生，大阪電気通信大学の金田先生，貴重な機会を頂戴し，本当にありがとうございました．今後ともどうかよろしくお願いいたします．

木下まどか（きのした　まどか）　奈良教育大学大学院　教育学研究科　修士課程
同志社大学経済学部卒業，奈良教育大学大学院保健体育専修２回在学中。研究テーマは，「社会的責任目標と運動有能感の関係について」をおこなっている。
──────────────────────────────────────────────────
【５】事務局だより 
─────────────────────────────────────────
　千葉ＩＨの視察及び選手勧誘に行ってきました。毎年のことながら、その暑さは耐え難いのものです。スタンドにいると直射日光を浴び汗が吹き出してきます。

来て例会の新しい試みとして昨年度より、会員の皆様に隔月に開催している例会についての報告を「関西体育心理例会通信」という形で配信しています．参加できなかった会員の皆様からの声を反映したものです．
今後、体育心理学、スポーツ心理学に関する最新の情報も提供できればと思っております．
　リレーコラムも好評です．今回は、新たにNEWSとして米国での実践経験もある直井愛里先生に、ウェストバージニア大学におけるChamps・ライフスキルプログラムの概要を執筆していただきました．なかなか興味深い資料です．
例会に関するご希望、ご意見、あるいは体育心理学、スポーツ心理学に関する情報提供などは、以下の連絡先までお願い申し上げます．
*********************************************
世話人　津田忠雄
〒577-8502 東大阪市小若江３－４－１
近畿大学健康スポーツ教育センター
TEL:　06-6721-2332　内線 3159
FAX:  06-6726-5202
E-mail: tadao-tsuda@mbn.nifty.com
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